「講演会」のお知らせ　ＮＰＯ狛江さつき会『家族会』　主催
狛江市社会福祉協議会助成金事業

テーマ
<病むということ、治るということ

　―こころの病とどう向き合うか>

講師　吉川　武彦（きっかわ　たけひこ）　先生

　　　元狛江保健相談所所長

　　　元国立精神・神経センター精神保健研究所　所長

　　　現在同研究所　名誉所長　社会福祉法人江古田明和会理事長　他

著書　多数　近著　こころの病い事始（明石書店）　いま、こころの育ちが危ない（毎日新聞社）　引きこもりを考える（ＮＨＫブックス）

これからの地域精神保健（医学書院）　等

日時　９月１３日（月）１３：３０～１６：００
　　　受付　１３：００～
場所　あいとぴあセンター４Ｆ　講座室

吉川先生は、長年にわたる地域保健医療の経験をお持ちです。精神保健医療に限らず、知的障がい者、難病患者、高齢者支援・認知症対応・・・など、多方面にわたっての臨床、福祉、保健の経験をお持ちです。

「こころの病は特別のものではありません。病気にならないように考えることも重要ですが、こころの病からどのように抜け出るかを考えなければなりません。再発させないためにもどう抜け出すかが大切です。ご一緒に考えませんか」

時間の許す限り個別の質問もお受けします。

いまや、４～５人に１人が生涯のうち何らかの精神疾患にかかると言われています。身近にある病気として関心を寄せてください。

・参加費・無料　当日参加を、受け付けます。

連絡先　ＮＰＯ狛江さつき会「家族会」

狛江市岩戸南１－２－１２　ＴＥＬ・ＦＡＸ０３－３４３０－６９４４

家族会代表　高橋　基子

